
【第二部】

パネルディスカッション

〜持続可能な農業の実現に向けて〜

（参考資料）

資料６



テーマ１

有機農業を進めるには



佐倉市農業関係データ

耕地面積 2,780ha（総土地の約3割）
うち田 1.700ha
うち畑 1,080ha

有機栽培 27.2ha（約1%）
米 3.4ha
いも類・露地野菜 23.8ha

※ 耕地面積は、令和4年作物統計調査（農林
水産省）による

※ 有機栽培の面積は、佐倉市有機農業実施
計画による

１

佐倉市の地形・水系



※ 農林水産省ＨＰより引用 ２



※ 農林水産省ＨＰより引用 ３



【現状】
・ 有機栽培に取り組む農業者が少ない

・ 有機栽培に取り組む面積も少ない

【課題】
・ 生産しても販売先の確保が難しい

・ 安定した収量確保が可能な栽培技術の習得

・ 手間はかかるが収量が少ない

・ 通常の農産物より価格が高くなる傾向

・ 個々の農業者が取り組んでいる

・ 有機農業に関する理解醸成

佐倉市における有機農業の主な現状と課題

４



テーマ２

持続可能な農業を実現するためには



・ 農業者の減少・高齢化、後継者不足

・ 新型コロナウイルス感染症、ウクライナ情勢等めまぐる
しく変わる状況への対応

・ 農業資材（農薬、肥料等）の高騰
（輸入資材高騰による影響）

・ 米価の下落（米の消費量の減少）

・ ＳＤＧｓや環境問題への対応

・ 新規就農者の多くは有機栽培（特に野菜）を志向

※ 有機栽培による生産面積の割合は全体の１％程度

佐倉市の農業全体の主な課題

このままでは、農業の継続が危ぶまれる状況

新たな取組や考え方を取り入れる必要 ５



農業・農村の有する多面的機能

※ 農林水産省ＨＰより引用 ６



（参考）

農業の有する多面的機能の
貨幣評価の試算結果

※ 農林水産省ＨＰより引用

農業・農村の有する
多面的機能のページはこちら

７

3兆4,988億円/年

１兆4,633億円/年

2兆3,758億円/年



８



米の消費拡大
（米粉の活用）

ウクライナ情勢等による輸入小麦の高騰や米価の下落を受け、小麦にかわる食材として米
粉を活用したうどんのメニュー開発に、佐倉東高校（調理国際科）の協力のもと取り組んだ。

９

佐倉市の取組例


